
本
年
で
芸
術
医
学
（
広
島
医
学
会
の
前
身
）
は
創
立
九
○
周
年
を
迎

え
る
こ
と
に
な
る
。

本
会
創
立
に
尽
力
し
た
医
師
達
は
、
ま
た
中
央
に
あ
っ
て
も
、
日

本
医
史
学
会
を
は
じ
め
、
多
く
の
学
術
発
展
の
基
礎
と
な
る
学
会
や

医
学
情
報
提
供
の
手
段
で
あ
っ
た
医
学
雑
誌
の
創
設
や
創
刊
を
手
が

け
て
き
た
。
そ
れ
が
黎
明
期
に
あ
っ
た
日
本
医
学
の
発
展
に
尽
し
た

功
績
は
多
と
す
べ
き
で
あ
る
。

本
年
度
学
会
に
お
い
て
は
、
富
士
川
英
郎
氏
に
よ
る
富
士
川
勝
、

岡
田
靖
雄
氏
に
よ
る
呉
秀
三
に
つ
い
て
の
発
表
が
あ
る
。
そ
の
代
表

的
人
物
に
加
え
て
、
当
地
出
身
者
に
尼
子
四
郎
、
三
宅
良
一
、
小
田

平
義
が
い
る
。

私
は
、
こ
れ
ら
の
先
人
達
の
業
績
に
ふ
れ
、
呉
秀
三
、
富
士
川
勝
ら

と
の
関
係
に
つ
い
て
の
く
る
こ
と
に
す
る
。
尼
子
四
郎
（
一
八
六
五

日
本
医
史
学
会
と
芸
備
医
学
会
創
立
に

貢
献
し
た
医
人
達

江

||’

一

手産
づ〆も

雄

’
一
九
二
九
）
は
広
島
医
学
校
時
代
、
富
士
川
勝
の
同
級
生
で
特
に

親
し
く
、
上
京
し
て
東
大
専
科
青
山
内
科
に
入
り
、
芸
備
医
学
会
、

日
本
医
史
学
会
の
創
立
の
発
起
人
で
あ
る
。

医
学
中
央
雑
誌
の
発
刊
は
、
四
郎
、
富
士
郎
父
子
二
代
に
わ
た
る

画
期
的
出
版
事
業
で
あ
っ
て
、
わ
が
国
の
医
学
研
究
に
貢
献
し
た
役

割
は
極
め
て
大
き
い
。

当
時
、
未
組
織
の
医
界
に
あ
っ
て
、
医
の
根
本
理
念
で
あ
る
医
道

の
昂
揚
を
第
一
に
掲
げ
、
学
術
の
振
興
に
早
く
か
ら
着
眼
し
て
、
そ

れ
ら
に
関
連
す
る
諸
事
業
を
興
し
た
。
ま
た
医
師
の
経
済
安
定
へ
の

基
盤
づ
く
り
を
目
的
に
し
た
事
業
に
も
卓
越
し
た
実
行
力
を
示
し
た

人
物
で
あ
る
。

三
宅
良
一
（
一
八
七
五
’
一
九
六
一
）
は
富
士
川
、
尼
子
と
同
郷
、

同
時
代
の
医
師
で
、
岡
山
の
第
三
高
等
学
校
医
学
校
卒
業
後
、
富
士

川
を
た
よ
っ
て
上
京
、
こ
の
三
人
で
丙
申
社
を
つ
く
り
、
そ
の
事
業

と
し
て
、
芸
備
医
学
会
を
明
治
二
九
年
五
月
に
創
立
し
た
。
そ
の
会

長
に
呉
秀
三
を
推
し
、
企
画
・
運
営
の
富
士
川
、
推
進
・
実
行
と
し

て
の
尼
子
、
そ
れ
を
支
持
す
る
三
宅
の
構
成
で
発
足
し
た
。
三
宅
は

呉
、
富
士
川
と
共
に
ド
イ
ツ
留
学
後
は
台
仙
医
学
専
門
学
校
、
台
湾

総
督
府
専
門
学
校
の
眼
科
教
授
と
な
り
、
帰
郷
後
は
医
政
に
も
参
画
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い
う
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
会
の
活
動
対
象
は
狭
い
地
域
性
に
限
局
す
る
こ
と
な
く
、
視

野
は
国
際
的
で
、
そ
の
尺
度
は
当
面
す
る
医
療
事
情
に
対
応
し
て
い

る
近
代
性
を
も
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

山
陽
地
方
と
い
う
地
域
性
に
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
先
駆
的
事
業
の
芽

生
え
を
考
察
す
る
と
、
各
人
の
天
分
や
能
力
が
秀
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
家
庭
環
境
に
お
け
る
教
育
的
条
件
が
恵

ま
れ
て
い
る
。
特
に
父
親
の
薫
陶
、
良
師
に
よ
る
指
導
は
医
学
教
育

以
前
の
少
年
時
代
の
人
間
形
成
が
ゑ
ら
れ
、
長
ず
る
に
及
び
、
和
魂

漢
・
洋
才
の
精
神
的
基
盤
か
ら
発
想
す
る
医
療
観
を
抱
い
て
い
る
と

異
的
な
手
腕
を
発
揮
し
、
ゞ

医
界
の
功
労
者
と
い
え
る
。

す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
そ
れ
よ
り
遅
れ
て
、
小
田
平
義
（
一
八
八

三
’
一
九
四
六
）
は
富
士
川
源
を
た
よ
り
、
上
京
し
、
終
生
そ
の
傍

に
あ
っ
て
、
個
人
的
に
も
、
会
の
事
業
遂
行
に
も
強
力
有
能
な
助
手

と
し
て
活
躍
し
た
。

「
中
外
医
事
新
報
」
は
昭
和
二
年
に
、
日
本
医
学
史
会
の
機
関
誌

に
充
当
さ
れ
た
が
、
小
田
は
そ
の
理
事
で
あ
り
編
集
担
当
者
で
も
あ

っ
た
。
ま
た
各
種
学
会
や
医
学
雑
誌
の
企
画
・
運
営
や
刊
行
に
は
驚

乗
的
な
手
腕
を
発
揮
し
、
か
く
れ
た
明
治
・
大
正
・
昭
和
に
わ
た
る

そ
こ
に
会
の
も
つ
流
行
へ
の
普
遍
性
が
あ
り
、
医
の
本
質
へ
の
不
．
坐

易
性
が
存
在
す
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

（
広
島
県
支
部
）
》
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